
磐越自動車道

附　帯　工

令和７年４月

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

東 北 支 社 会津若松管理事務所

束松トンネル工事

設　計　図 （５／６）



図面番号 図　面　名　称 備　考

1～3 用排水構造物工詳細図(1)～(3)

4 軽量盛土一般図

5 軽量盛土工横断図

6～10 軽量盛土工詳細図(1)～(5)

11 コンクリートブロック積工詳細図

12 防草シート工　詳細図

13～14 撤去平面図(1)～(2)

15～16 撤去工詳細図(1)～(2)

17～20 盛土付帯工図(1)～(4)

21～22 仮設防護工、仮囲い工平面図(1)～(2)

23 仮設防護工詳細図

24 仮囲い工詳細図

25～27 立木伐採工図(1)～(3)

28 交通規制図

29 軽沢土砂仮置場　平面・横断図

図　面　目　次
（附帯工）
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材料表（下り線 STA.643+75.3）

規格・寸法 単位 数量種別名称

蓋

φ1800,h=1500特殊部材付直壁 1個

1個

穿孔
箇所

直壁 φ1800,h=900

躯体

1：3 ｍ3 0.10

基礎

敷きモルタル

RC-40

Dv-Bf-0.30-0.20(10)用

1個底版 φ2100,h=250

参考重量(kg)

3475

2026

2165

備考

FRP製デバイス付

１箇所当り

組 1 54.8縞鋼板 φ900用,t=6

1箇所

1

P(Po-B)-φ0.40(Sd-B)用

直壁

φ900/1800,h=250中間スラブ 1個 1767

1個φ900,h=300 189

溶融亜鉛メッキ HDZT77

750

271.891

17

271.916

1
50

1
2
00

平 面 図

2100

敷きモルタル

RC-40

1
4
25

貯
留
槽
底
～
管
底

1
5
25

3
4
30

床
～
仕
上
げ
天

直壁

1501800150

2
00
30

2
5
0

9
00

1
5
00

貯
留
槽
底
～
管
底

1
4
00

1
5
50

底版

特殊部材付直壁

5
00 4
85

4
0

5
25

水
頭
差

25

1:1
.8

2
50中間スラブ

2.0%

6

縞鋼板

(Ch.PL-6溶融亜鉛メッキ)

3
0
0

直壁

P(Po-B)-φ0.40(Sd-B)
流入管

点検孔

Dc-S-0.80-0.80-1.20

断 面 図

蓋 部 詳 細 図

nonscale
 把手詳細図 

1066

333 200 200 333

2
8
3

5
0
0

2
8
3

把手

1066

533 533

縞鋼板 Ch.PL-6.0

溶融亜鉛メッキ

6

L-50×50×6

(L=375)

L-50×50×6

(L=880)

L-50×50×6

(L=375)

50

150

1
00

6

φ13

10
4
.5

φ900

ｍ3 0.69

180°

270°

流出溝
Dv-Bf-0.30-0.20(10)

流入管
P(Po-B)-φ0.40(Sd-B)

点検孔

流出管の角度

流入管の角度

60度以内

固定

流出管 流入管

流
出
管

流
出
管

60
°

60
°

流出溝
Dv-Bf-0.30-0.20(10)

1066

8390083 273.384

Dco(Sp)(E)-φ1.80

下り線 STA.643+75.3

1:50 図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

設計会社名 株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

磐越自動車道

東日本高速道路株式会社　東北支社

会津若松管理事務所

束松トンネル工事

用排水構造物工詳細図(3)

用排水構造物工詳細図(3)

/
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ST
A.6

44
+60

ST
A.6

44
+40

ST
A.6

44
+22

.84
6(
KA2

-1)

ST
A.6

44
+20

ST
A.6

44

ST
A.6

43
+90

DL=280.000

▽286.833
▽286.296 ▽286.206

▽285.564 ▽285.352

軽量盛土工　H=0.65～4.30　L=71.6

20172

5022 8500

17161 2846 19988 11405

13295 8000 8000 7500 8000 12000 1255

4672 2500 2500 2000 2500 3500 32495 12000 1500 2000 1500 1500 2905

1:0.5 1:0.5

1:0.5

1:0.5

1:0.5

1:0.5

1:0.5 1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5 1:
0.
5

1:
0.
5

▽284.750
▽284.250

▽283.750
▽283.250

▽282.750

▽282.100
▽281.600

▽281.100
▽281.600

▽282.100

▽282.750
▽283.250

▽283.750

▽285.400
▽285.650

▽285.900
▽285.650

▽285.400
▽285.150

▽284.900
▽284.650

▽284.400 6
50

9
52

3
5
50

9
14

3
8
00

8
06

3
8
00

8
96

4
3
00

9
3
3

6
50

8
3
2

プレキャスト防護柵基礎
EPSブロック

コンクリート床版 t=150

敷砂 t=20

基礎材 t=200

調整コンクリート
(C2-1)

(C種用 H=600)

折
れ点

θ
=1
87°

折
れ点

θ
=1
51°

▽286.232

(B2-1)

(C40)

伸縮目地
伸縮目地

伸縮目地
伸縮目地

71572

伸縮目地 伸縮目地伸縮目地

DL=280.000

1.600%

12308

3500
500

1250

70001750

3500750

2.0%

開口部

5000

500 2500 2500

5
2
33

1
50
9
33

3
0
00

2
00 2
0

1
50

1
0
00

着脱式軽量壁面材 t=25

敷砂 t=20

基礎材 t=200
(RC40)

1000

1:
1.
5

長繊維不織布
t=5.0mm

裏込砕石
(RC40)

ＥＰＳブロック

コンクリート床版 t=150
プレキャスト防護柵基礎

水抜きパイプ @2.0m以下
(VPφ100)

(B2-1)

286.909

GH=285.91

STA.644+40

PH=286.909
CL

286.973286.833

4
00 3
00

4
00

7
00

2.0%

(H600 C種用)

BF300

TE.34

K
A
2
3
-1

6
4
4

軽量盛土工 Ａ　H=0.65～4.30　V=696.3m3

防護柵基礎工 C種(H=0.6m) L=71.6m

磐越自動車道

図面番号

事務所名

縮　尺

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

会津若松管理事務所
東日本高速道路株式会社  東北支社

軽量盛土工 一般図

束松トンネル工事

1：250

軽量盛土工 一般図

展　開　図 標準断面図

平　面　図

項　目 数　量単位

EPSブロック 188.8m3

507.5m3

コンクリート床板工 76.7m3

規格

EPS(D-20)

EPS(DX-24H)

B2-1

摘要

コンクリート床板工型枠 11.1m2D

コンクリート床版工鉄筋 7.877tA(SD345 D13)

着脱式壁面材 391枚P1

22枚P2

34枚P3

4枚P4

77枚S1

8枚S2

54枚S3

着脱式壁面材

軽量盛土工Ａ 材料表

/

696m3当り

項　目 数　量単位

軽量盛土工 696.3m3

m3

Ａ

摘要

数　量　表

973.0構造物掘削 普通部Ｂ

m 71.6防護柵基礎工 Ｃ種　（H=0.6m）

項　目 数　量単位規格 摘要

973.0m3土砂Ａ構造物掘削　普通部

14.3m3埋戻し

957.1m3残土

構造物掘削　普通部Ｂ  材料表 973m3当り

214.9掛m2足場工

100.9m3RC-40裏込砕石

項　目 数　量単位規格 摘要

71.6mH=600 C種用ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ防護柵基礎

18.3m3C2-1調整コンクリート

33.2m2D調整コンクリート型枠

防護柵基礎工 Ｃ種（Ｈ＝０．６ｍ） 材料表 72m当り

本線盛土流用
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GH=284.79
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PH=285.768
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10475

4
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1
5
0

8
0
6

2
50
0

2
0
020

1
5
0

1
0
00

1000

DL=280.000

GH=285.28

STA.644+20

PH=286.346
CL CL

GH=286.63

STA.644+22.373

PH=

0.000%

17984

3504
501

2503

7008 3004 1752

13016

3504
501

2503

30042753

2.000% 2.0%

12634

3500
500

1250

70001750

3500
500
750

1250
2634

1000

0.
1

750

300
500 3504

501
2503

7008 3004

3504
501

751

17521252

11264

751

282.100

286.346286.346 286.346

286.506

5000500

2500 2500

286.206

10475

5
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3

1
5
0

9
33

3
00
0

2
0
020

1
5
0

1
0
00

1000

DL=280.000

GH=285.91

STA.644+40

PH=286.909
CL CL

GH=287.17

STA.644+42.386

PH=

1.600%

19952

3504
501

2503

7008 3004 1752

13016

3504
501

2503

30041752

2.0% 5.0%2.000%

12308

3500
500

1250

70001750

3500
500
750

1250
2308

1000

3.0

750

300
500 3504

501
2503

7008 3004

3504
501

751

17521252

11264

751

282.100

286.909286.973 286.796

286.956

5000500

2500 2500

286.833

10475

4
69
6

1
508
96

2
5
00

2
0
020

1
50

1
0
00

1000

DL=280.000

GH=285.33

STA.644+22.846(KA 2-1)

PH=286.427

CL CL

GH=286.73

STA.644+25.223

PH=

18121

3504
501

2503

7008 3004 1752

13016

3504
501

2503

30042753

0.228%2.0%2.000%

12577

3500
500
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70001750

3500
500
750

1250
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1000750

300
500 3504

501
2503

7008 3004

3504
501

751

17521252

11264

751

282.100

286.427286.436 286.410

286.570

5000500

2500 2500

286.296

10475

磐越自動車道

図面番号

事務所名

縮　尺

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

会津若松管理事務所
東日本高速道路株式会社  東北支社

軽量盛土工 横断図

束松トンネル工事

1：500

軽量盛土工 横断図

項　目 数　量単位

EPS(D-20) 8.88m2

EPS(DX-24H) 2.83m2

裏込砕石 1.69m2

STA.644+20

項　目 数　量単位

EPS(D-20) 6.30m2

EPS(DX-24H) 3.86m2

裏込砕石 1.55m2

STA.644+00

項　目 数　量単位

EPS(D-20) 11.70m2

EPS(DX-24H) 3.20m2

裏込砕石 1.92m2

STA.644+40

項　目 数　量単位

EPS(D-20) 8.88m2

EPS(DX-24H) 2.83m2

裏込砕石 1.69m2

STA.644+22.846

構造部掘削 14.6m2

埋戻し 0.2m2

構造部掘削 17.0m2

埋戻し 0.2m2

構造部掘削 17.1m2

埋戻し 0.2m2

構造部掘削 18.0m2

埋戻し 0.2m2

/
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型内発泡法　ＥＰＳブロック

ＥＰＳブロック詳細図 S=1:50

   -0.010

kN／m

kN／m

kN／m

圧 縮 強 度

許容圧縮応力度

弾 性 係 数

10％ひずみ時

圧縮弾性領域

降伏ひずみ時もしくは

50

100以上

5000

2

2

2

・発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）の規格認定材料と同等品以上を使用する

kN／m

ＥＰＳブロック物性表

単 位項  目

単位体積重量 JIS K 7222

試験方法

ＥＰＳブロック種別

D-20

0.20
   +0.0203

押出発泡法　ＥＰＳブロック

型内発泡法 押出発泡法

両 爪 型

緊結金具詳細図

片 爪 型

緊結金具の設置例 S=1:200

平 面 図

( レベル2地震動対応時の配置例 )

ＥＰＳブロック配置の参考例 S=1:200

平 面 図

緊結金具

：　下層ステージ

：　上層ステージ

2000
（標準）

1
0
0
0

条　件

緊結金具の設置数

1m あたり2

1m あたり3 2.0m×1.0m×0.5m

ブロックサイズ

－

4.60

2.30

・　発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）が指定した金具と同等品以上を使用する事。

個　数 摘　要

・　緊結金具の個数は、ロス分を含んだ数量とする。

引張試験値めっき付着量

引張強さ

400以上

N／mm

2
降伏点

2

295以上

N／mm 23点平均付着量

相当
SGLC400構造用 AZ150

記　号

150

記　号種　類 両面等圧めっきの最小付着量（両面の合計 g／m ）

1点最小付着量

130

・発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）が指定した金具と同等品以上を使用する

材料物性表

100

200以上

10000

0.24

DX-24H

   -0.010
   +0.030

S=1:62.5

磐越自動車道

図面番号

事務所名

縮　尺

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

会津若松管理事務所
東日本高速道路株式会社  東北支社

軽量盛土工 詳細図(1)

束松トンネル工事

図示

軽量盛土工 詳細図(1)

/
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500～
2000

5
0
0

50
0・

10
00

軽量壁面材

固定具

固定ビス

S=1:50ＥＰＳブロック基本形状寸法図

壁面材一体型ＥＰＳブロック

目地材

壁面材一体型ＥＰＳブロック

壁面材一体型ＥＰＳブロック

目地材

目地材

壁面材一体型ＥＰＳブロック

目地材

壁面材一体型ＥＰＳブロック

壁面材一体型ＥＰＳブロック

軽量壁面材 t=25

目地材

壁面材一体型ＥＰＳブロック

目地材

目地材

壁面材一体型ＥＰＳブロック

固定ビス

固定ビス

固定ビス

軽量壁面材
目地材 軽量壁面材

軽量壁面材

軽量壁面材

軽量壁面材軽量壁面材

軽量壁面材

軽量壁面材

軽量壁面材

軽量壁面材

固定具

固定具

固定具

壁面材付 壁面材付

壁面材付 壁面材付

S=1:50壁面材付ＥＰＳブロック基本形状俯瞰図

1
0
0
0

1
0
0
0

5
0
0

2
5
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

2
5
0

1000

1000

500

500

5
0
0

5
0
0

2
5
0

2
5
0

25 500～2000

25 500～2000

25 500～2000

25 500～2000

固定具

固定具

固定具

固定具

固定具

固定具

固定具

固定具

固定具

壁面材詳細図

＜480×980×25＞

＜230×980×25＞

＜480×480×25＞

＜230×480×25＞

ST
A.
64
4+
60

ST
A.
64
4+
40

ST
A.
64
4+
22
.8
46
(K
A2
-1)

ST
A.
64
4+
20

ST
A.
64
4

ST
A.
64
3+
90

折
れ
点
θ
=1
87
°

折
れ
点
θ
=1
51
°

A

A

A

A

A

AA

A

A

A A

A

BBA
CBBBBBBB

CBBBBBBBCAA

A

A

A

A

ABBBBBBBBC

A

A

B B B B B B B B B B

形状寸法 単位 数量 摘　要

枚

枚

枚

500 × × 25 (mm)1000

× × 25 (mm)

250× × 25 (mm)

500 500

1000

着脱式軽量壁面材

着脱式軽量壁面材

着脱式軽量壁面材

名　称

無印

A

B

壁面材　全体材料表

※ 斜線部の壁面材は、現場にて延長調整加工。

391

22

34

枚× 25 (mm)×250 500着脱式軽量壁面材 C 4

A=207.77m2
着脱式軽量壁面材

S=1:25
壁面材展開図 S=1:200

磐越自動車道

図面番号

事務所名

縮　尺

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

会津若松管理事務所
東日本高速道路株式会社  東北支社

軽量盛土工 詳細図(2)

束松トンネル工事

図示

軽量盛土工 詳細図(2)

/
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6
4
4

40
1
9
8 5

40

1985

伸
伸 伸

2
63
5

5
635

7
3
85

6
6
35

6
6
35

6
6
35

6
6
35

7
38
5

6
6
35

6
6
35

コンクリート床版 t=150
(B2-1)A=411.70m2

8000 80006647 7500 8000 1834

999
0

140
5

コンクリート床版段差部
h=250mm

285
150

0

150
0

200
0

150
0

150
0

5022

8500

6652

2500

3500
2940

2000
2500

2000

500
4672

14931 23792

6
4
4

4
0

9
85

40

985

伸 伸1
6
35

1
6
35

コンクリート床版 t=150
(B2-1)A=88.28m2

8000 80006647 7500 8000 1834

549
0

590
5

150
0

200
0

3500
2599

30094 9379 137
7

6002

14172

磐越自動車道

図面番号

事務所名

縮　尺

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

会津若松管理事務所
東日本高速道路株式会社  東北支社

軽量盛土工 詳細図(3)

束松トンネル工事

1：250

上部コンクリート床版平面図

軽量盛土工 詳細図(3)

中間コンクリート床版平面図

施工幅 B(m)

1

目地材施工幅

摘　要

6.635

施工幅 B(m)

1

床版段差部施工幅

段差高 h(m)

1.9850.250

2 6.6350.250

3 6.6350.250

4 6.6350.250

5 6.6350.250

6 7.3850.250

7 5.6350.250

8 2.6350.250

2 6.635

3 7.385

施工幅 B(m)

1

目地材施工幅

摘　要

1.635

2 1.635

/
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D13  @150

D13  @150

コンクリート床版詳細図 S=1:20

断面図

平面図

1
5
0

5
0
1
0
0

50

50 @150

@
1
5
0

5
0

段
差

高

H

8
7

6
31
5
0

コンクリート床版

鉄筋 D13-150×150

コンクリート床版段差部 詳細図 S=1:20

伸縮目地詳細図

目地材

50 50
20

鉄筋

1
0
0

5
0 1
5
0

L
1

L2

L3

（本）
形 式種 別 径

本 数

（mm）（mm）（mm）

長 さ L1 L2 L3

（mm）

L4

（mm）

種 別 径
長 さ

（mm） （kg/m）

単位質量

（本）

本 数 1本当り質量

（kg） （kg）

質　量
摘　要

段差部鉄筋加工表　（段差H=250） 段差奥行き延長10.0m当り

L1

形式２

形式１

段差部鉄筋質量表

96.681D13

D13

1450

10000

67

1 0.995 9.950 9.950

1.4430.995

kg総質量　D13 106.631

S1 D13

D132

1 67

1

1450

10000 10000

250 600 600

S2

S1

S2

D13@150S1

D13S2

※ 重ね継手長　la=410以上
la = 31.25 × 13 = 406.25

S=1:20

SD345

SD345

SD345

SD345

防護柵基礎工 C種(H=0.6m) 詳細図

断　面　図

6
0
0

8
5
0

2
3
0

ＥＰＳブロック

ＥＰＳブロック

上部調整コンクリート

(
平

均
高
)

C2-1

(ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ防護柵基礎＋上部調整コンクリート)

1100

コンクリート床版

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ防護柵基礎

S=1:40

2
0

C種用　H=600mm

B2-1

100

ガードレール(C種)

敷モルタル(1:3)

※別途工事施工

210

6
0
0

2
1
0

3
9
0

600

1000

400

190

プレキャスト防護柵基礎 C種詳細図 S=1:20

接合部詳細図

D13-4本

間詰めコンクリート

V=0.054m /1箇所3

295

磐越自動車道

図面番号

事務所名

縮　尺

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

会津若松管理事務所
東日本高速道路株式会社  東北支社

軽量盛土工 詳細図(4)

束松トンネル工事

図示

軽量盛土工 詳細図(4)

敷モルタル 1:3

H=600プレキャスト防護柵基礎 5.0 個

0.200 ｍ3

（10ｍ当り）プレキャスト防護柵基礎　材料表

kg

ｍ

1,160

2.000

参考質量

製品有効長

規　格名　　称 数　量

間詰めコンクリート

間詰めコンクリート型枠

接合部　配力筋 SD345 D13 L=750 14.925

0.270

0.315

ｍ3

ｍ2

kg

C2-1

D

/
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40

9

JIS N150 丸釘

上部床版用

300

1
0
0

※ズレ留め用さし筋
< 2本/1ﾌﾞﾛｯｸ >

5
0

40

1
5
0

1
4
1

25

D10程度

仮留め　釘

地覆コンクリート

ＥＰＳブロック

軽量壁面材

コンクリート床版 t=150

番線等にて結束

中間床版用

1
0 9

1
5
0

1
3
2

1
0

1
0 9

25

ＥＰＳブロック

JIS N150 丸釘
仮留め　釘

ＥＰＳブロック

コンクリート床版 t=150

取付金物  B100×H90×L50
取付金物  B100×H90×L50

軽量壁面材

軽量壁面材

M10 ボルト・ワッシャー
インサートナット取付

M10 ボルト・ワッシャー
インサートナット取付

床版用残存型枠 t=40
150×1000

床版用残存型枠 t=40
150×1000

70

275

1000

70

1
5
0 1
0
0

4
0

45020570

5
0

205

+
3

-
5

450

Ｍ10　Ｌ＝30インサ-ト

275

20570

背面図

205

1
5
0 1
0
0

9

16

15

9

5
0

40

平面図

断面図

70

4
0

9

450205 205 70

1000

275

70

9

450205

275

205 70

平面図

1
5
0 1
0
0

5
0

+
3

-
5

Ｍ10　Ｌ＝30インサ-ト

背面図

1
5
0 1
0
0

9

16

15

9

5
0

40

断面図

床版用残存型枠取付詳細図

軽量残存型枠
Ｓ１＜基本＞

軽量残存型枠 軽量残存型枠
Ｓ５＜基本＞Ｓ２＜段落＞

Ｍ10 Ｌ＝30インサ-ト

150

4
0

背面側

背面側

前面側

150 40

4
0
0

9
3
9
1

4
0
0

5
0

2
0
0

1
5
0

75

9
3
9
1

16

9

15

75

S=1:20

ST
A.
64
4+
60

ST
A.
64
4+
40

ST
A.
64
4+
22
.8
46
(K
A2
-1)

ST
A.
64
4+
20

ST
A.
64
4

ST
A.
64
3+
90

折
れ
点
θ
=1
87
°

折
れ
点
θ
=1
51
°

A

A

A

A

A

AA

A

A

A A

A

BBA
CBBBBBBB

CBBBBBBBCAA

A

A

A

A

ABBBBBBBBC

A

A

B B B B B B B B B B

名　称 形状寸法 単位 数量 摘　要

ｺﾝｸﾘｰﾄ床版用残存型枠　全体材料表

 40

枚

枚 S1× ×    (mm)150

S2150

1000

×    (mm) 40

上部床版用

上部床版段落用

77

8400×

※ 斜線部の残存型枠は、現場にて延長調整加工。

 40 枚 S5× ×    (mm)150 1000中間床版用 54

ｺﾝｸﾘｰﾄ床版用残存型枠 上部床版用

コンクリート床版用残存型枠展開図 S=1:100

ｺﾝｸﾘｰﾄ床版用残存型枠 中間床版用

ｺﾝｸﾘｰﾄ床版用残存型枠 上部床版段落用

磐越自動車道

図面番号

事務所名

縮　尺

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

会津若松管理事務所
東日本高速道路株式会社  東北支社

軽量盛土工 詳細図(5)

束松トンネル工事

図示

軽量盛土工 詳細図(5)

/
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平　面　図 断 面 図
W

50

@475（アンカー設置間隔）

1000

1000 1000 1000

1000

ラップ長

50 アンカー

アンカー　　

アンカー

防草シート

接
着

5
0
0

5
00

※コの字アンカーは現地の状況によって適宜追加すること

100m当り

材　料　名 規格・寸法 摘　　要

防草シート

不織布系緑色シート（厚さ4㎜）

600×900N/5㎝

アンカー

ワッシャー

材質

引張強度

遮光率 99%

材料表

ブロック積 H＜3.0ｍ

防草シート工　詳細図 S=1:50

単位 数  量

m2 210.0

本

枚

740

740

※施工幅2.0mの場合

▽GL

H

接着

防草シート
500 アンカー

50W=1
000

1:1
.8

ブロック積 H≧3.0ｍ

▽GL

H

接着

防草シート
500

アンカー
50

W=2
000

1:1
.8

500

メーカー規定による

メーカー規定による

1:50縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

防草シート工　詳細図

会 津 若 松 管 理 事 務 所

東日本高速道路株式会社　東北支社

束松トンネル工事

磐越自動車道

12　　 29
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撤 去 工 詳 細 図 (1)

縮尺　1：25

A=0.045m2

数　量　表

項　　目 種　　別 単 位 数　　量

m3

TypeA m3ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物

--

0.45

10m当り

摘　要

300

3
00

Dc^-a-b-c 縮尺　1：25

c
d

g

eae

ff

f

eae

e
b

e

項      目 単位
ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し工

適 用
TypeA TypeB

Dc^-0.50-0.50-0.50 m3 0.07 0.22 標準図集より

Dc^-0.60-0.60-0.60 m3 0.09 0.29 標準図集より

Dc^-0.80-0.80-1.30 m3 0.16 1.33

数　量  表 1箇所当り

項      目 a b c d e f g

Dc^-0.50-0.50-0.50 500 500 500 100 150 800 600

Dc^-0.60-0.60-0.60 600 600 600 100 150 900 700

Dc^-0.80-0.80-1.30 800 800 1300 200 200 1200 1500

寸 法 表

P(H)-2-φD(Sd-B) 縮尺　1：25

項      目 D t

P(H)-2-φ0.40(Sd-B) 400 35

寸 法 表

Ds-K(1)-PuL-0.30-0.30(10) 縮尺　1：25

300

3
00

200 1300

1500

30
0

100

コンクリート(無筋)

コンクリート(有筋)

1450

2001100150

1
34

9
1

2
75

1
14

4
50

2
00

3
89

2
25

4
50

1
91

111 39

20
80

203

110
0

2
00

2
75

7
0

127

1
34

6
33

6
3

4
89

1
7

2
00

5
16

2
00

1
7

5
19

7
00

2
00

3
26

2
00

2001100
39

111

側  面　図

正　面　図

A - A

A

A

145

355

145 950

355240

3
89

2
25

4
00

2
41

B

B

B - B

9
2

2
75

1
22

230

270

240230

270 700

数  量  表 1箇所当り

項　　目 種　　別 単 位 数　　量 摘　要

m3 0.89

m3 0.05

ｼｰﾙｺﾝ含む

ふた

F-φ0.40(1.8) 縮尺 1:25

Ds-PuL(S2)-0.30-0.30 縮尺　1：25

項　　目 種　　別 単 位 数　　量

m3

m3

--

0.55

10m当り

摘　要

300

3
00

A=0.055m2

取壊し工 TypeB 無　筋

有　筋 TypeAｺﾝｸﾘｰﾄ構造物

取壊し工 TypeB 無　筋

有　筋

Ds-PuL-0.30-0.30

数　量　表

縮尺　1：25Dv-Pu-0.30-0.30(10)

300

3
00

A=0.055m2

500500

A=0.050m2

項　　目 種　　別 単 位

m3

m3

10m当り

摘　要

TypeAｺﾝｸﾘｰﾄ構造物

取壊し工 TypeB 無　筋

有　筋

数　量　表

A=0.050m2

数　　量

0.55

1.00

注）用排水撤去工のうち、末尾(T)については、※印のみを取り壊すものとする

※※

項　　目 種　　別 単 位

m3

m3

10m当り

摘　要

TypeAｺﾝｸﾘｰﾄ構造物

取壊し工 TypeB 無　筋

有　筋

数　量　表

数　　量

0.45

1.31

tDt

2
70

800
コンクリート(無筋)

コンクリート(有筋)

※

注）用排水撤去工のうち、末尾(T)については、※印のみを取り壊すものとする

（ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し断面詳細図）

TypeAｺﾝｸﾘｰﾄ構造物

取壊し工 TypeB

A=0.045m2

1
00

項　　目 種　　別 単 位 数　　量

m3

m3

1.82

0.48

10m当り

摘　要

TypeAｺﾝｸﾘｰﾄ構造物

取壊し工 TypeB 無　筋

有　筋

数　量　表

1
00

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　尺 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　東北支社

束松トンネル工事

図　示

会 津 若 松 管 理 事 務 所

磐越自動車道

撤 去 工 詳 細 図 (1)

/
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撤 去 工 詳 細 図 (2)

縮尺　1：25

材　料　表

項　　目 規格・寸法 単 位 数　　量

m3

PuL-0.30-0.30 ｍ用排水撤去

0.59

10m当り

摘　要

300

3
00

掘削 土砂,人力掘削

Ds-PuL-0.30-0.30(T)

m3

10.0

埋戻し 土砂,人力掘削 0.59

縮尺　1：25

材　料　表

項　　目 規格・寸法 単 位 数　　量

m3

Pu-0.30-0.30 ｍ用排水撤去

0.76

10m当り

摘　要

掘削 土砂,人力掘削

Dv-Pu-0.30-0.30(10)(T)

m3

10.0

埋戻し 土砂,人力掘削 0.76

300

3
00

500500

取壊し対象 取壊し対象

P(H)-2-φD(Sd-A)(T) 縮尺　1：25

tDt

2
70

3
50 1
0
00

800

材　料　表

項　　目 規格・寸法 単 位 数　　量

m3

P(H)-2-φ0.40 ｍ用排水撤去

4.45

10m当り

摘　要

掘削 土砂,人力掘削

m3

10.0

埋戻し 土砂,人力掘削 5.34

（用排水撤去工詳細図）

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　尺 図面番号

施工会社名

図　示

東日本高速道路株式会社　東北支社

束松トンネル工事

会 津 若 松 管 理 事 務 所

磐越自動車道

撤 去 工 詳 細 図 (2)

/
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DL=200.000

NO.18
GH=198.714
FH=220.545

DL=200.000

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ 0

数量表 NO.17

数量表 NO.18

ｍ2

ｍ2

0.0

0.0

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ 63

ｍ2

ｍ2

17.7

5.9

DL=200.000

数量表 EC.1

数量表 NO.19

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ 61

ｍ2

ｍ2

17.1

 5.7

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ 67

ｍ2

ｍ2

18.9

6.3

DL=195.000

DL=195.000

数量表 NO.20

数量表 NO.21

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ 82

ｍ2

ｍ2

23.4

7.8

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ 0

ｍ2

ｍ2

0.0

0.0

NO.17+4.00
GH=202.784
FH=221.185

EC.1
GH=200.349
FH=220.102

NO.20
GH=195.475
FH=218.944

NO.19
GH=195.904
FH=219.745

NO.21
GH=195.539
FH=218.144

2
0
.
0
0
0

1: 1.8L= 2.4

71.2

27.3

8
.
9
3
7

69.7

70.4

31.9

36.4

DL=195.000

吸着層工  67ｍ

敷砂工　  63ｍ

吸着層工  82ｍ

敷砂工　  78ｍ

69.3

21.8

69.4

30.1

吸着層工  61ｍ

敷砂工　  57ｍ

水道施設

77.0

22.0

吸着層工  63ｍ

敷砂工　  59ｍ

吸着層工

敷砂工(上段) t=300

敷砂工(下段) t=100

吸着層工

敷砂工(上段) t=300

敷砂工(下段) t=100

吸着層工

敷砂工(上段) t=300

敷砂工(下段) t=100

吸着層工

敷砂工(上段) t=300

敷砂工(下段) t=100

吸着層工

敷砂工(上段) t=300

敷砂工(下段) t=100

吸着層工

敷砂工(上段) t=300

敷砂工(下段) t=100

A=435.14㎡

A=397.81㎡

A=485.55㎡

A=750.07㎡

重金属含有土

重金属含有土

重金属含有土

重金属含有土

図面の種類

事業者名

縮尺 1:1000 図面番号

施工会社名

設計会社名 株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

東日本高速道路株式会社　東北支社

会津若松管理事務所

盛土付帯工図（2）

 / 

磐越自動車道

束松トンネル工事

盛土付帯工図（2） S=1:1000

※基盤面の整地は福島県が実施する

※各断面の盛土数量は参考値とする
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DL=195.000

DL=195.000

数量表 NO.22

数量表 NO.23

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ 0

ｍ2

ｍ2

0.0

0.0

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ2

ｍ2

DL=195.000

DL=195.000

数量表 NO.24

数量表 NO.25

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ

ｍ2

ｍ2

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ

ｍ2

ｍ2

DL=200.000

DL=200.000

数量表 NO.26

数量表 NO.27

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ

ｍ2

ｍ2

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ

ｍ2

ｍ2

NO.23
GH=199.119
FH=216.543

NO.22
GH=195.315
FH=217.343

NO.24
GH=204.748
FH=215.742

NO.26
GH=208.013
FH=214.141

NO.25
GH=205.470
FH=214.942

NO.27
GH=209.769
FH=213.341

53.7

50.4

49.2

11.4

9.3

71.5

64.2

17.6

13.9

72.2

22.3

吸着層工

敷砂工(上段) t=300

敷砂工(下段) t=100

吸着層工

敷砂工(上段) t=300

敷砂工(下段) t=100

吸着層工

敷砂工(上段) t=300

敷砂工(下段) t=100

吸着層工

敷砂工(上段) t=300

敷砂工(下段) t=100

吸着層工

敷砂工(上段) t=300

敷砂工(下段) t=100

吸着層工

敷砂工(上段) t=300

敷砂工(下段) t=100

ｍ 0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

図面の種類

事業者名

縮尺 1:1000 図面番号

施工会社名

設計会社名 株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

東日本高速道路株式会社　東北支社

会津若松管理事務所

盛土付帯工図（3）

 / 

磐越自動車道

束松トンネル工事

盛土付帯工図（3）S=1:1000

※基盤面の整地は福島県が実施する
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数量表 NO.28

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ吸着層工

ｍ2敷砂工(上段) t=300

ｍ2敷砂工(下段) t=100

NO.28
GH=212.485
FH=212.540

48.0

7.9

NO.29
GH=215.382
FH=211.740

1: 1.8

1: 1.8

1: 1.8

1: 1.8

46.7

5.6

8.3

数量表 NO.29

項　目 規　格 単位 数　量

ｍ

ｍ2t=300

ｍ2t=100

DL=200.000

DL=200.000

吸着層工

敷砂工(上段)

敷砂工(下段)

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

敷砂工（上段）

敷砂工（下段）

吸着シート（マット）

10
0
30
0

地盤

500

200
0

吸着シート（マット）

敷砂工

敷砂工

図面の種類

事業者名

縮尺 1:1000 図面番号

施工会社名

設計会社名 株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

東日本高速道路株式会社　東北支社

会津若松管理事務所

盛土付帯工図（4）

 / 

磐越自動車道

束松トンネル工事

盛土付帯工図（4） S=1:1000

敷砂工詳細図

端部詳細図（上部）

※吸着シート（マット）の端部については、基本、のり面に沿って２ｍ折り返して設置する

※基盤面の整地は福島県が実施する
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A種ビーム

2000 2000

G.L

Ｈ鋼式ガードレール基礎

φ34×t2.3 9mm目合グリーン
目隠しネット

仮設防護工　詳細図

500

10002000 1495

100

100

100

50 50

400
100

100

100

50 50

400

6
0
0

6
0
0

1
9
60

7990

3
50

3
00

6
0
0

1
00

7
0
0

50

300

埋
込
深
さ

2
50

180

500

100 100

7
75

φ34×t2.3

ガードレール

ガードレール支柱

ガードレールブラケット

ブラケット取付ボルト

ビーム継合用ボルト

Ｈ型鋼

ジョイントプレート

ジョイント用ボルト

ポストベースプレート

ポスト固定プレート

ポスト固定ボルト

ポスト主軸ボルト

アンカー用アングル

アングル取付ボルト

アンカーピン

目隠しネット

ネット用フレーム

ポスト固定プレート取付ボルト

反射シート

部　材　名

H300×300×10×15×7990

寸法・形状 数　量 単位

M16×35

M20×160

t6×70×300

□125×125×t4.5×500

Ｇｒ－Ａ－２Ｂ

t12×300×400

 2

 4

 4

枚

本

個

本

本

本

枚

材料表（8mあたり）

10

H300×300×10×15×L7990

 4

24

 1

 2

 8

 4

 4

 4

 8

 4

 8

 8

 8

 2

 2

 2

M20×360

t12×225×250

t6×230×125×57

M20×190×160×190

M20×50

M20×220

t10×100×100×500

M20×360

φ19×250×50

PEラッセル 9mm目合 グリーン

t12×225×250

t12×225×250

本

枚

枚

本

本

本

本

本

本

枚

個

枚

2000 2000 2000

チューブライト

チューブライト 16 ｍ

チューブライト

500

1
9
60

仮設防護柵A1、A2　構造図

S=1:50

1:50縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

仮設防護工　詳細図

会 津 若 松 管 理 事 務 所

東日本高速道路株式会社　東北支社

束松トンネル工事

磐越自動車道
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6
0
0

仮囲い工　詳細図

4000

φ48.6×2.4×4,000

3
50

7
75

1
6
50

180
110

500 4000 4000

袖ビーム

φ48.6×2.4×2000

標識用ブラケット

既設防護柵（Gr-A-4E)　

2
0
00

4000

2
0
00

φ48.6×2.4×4,000既設防護柵（Gr-A-4E)φ48.6×2.4×2,000 φ48.6×2.4×2,000

目隠しネット

Ｈ＝２ｍ、支柱間隔２ｍ

S=1:50

目隠し板Ａ 構造図

φ48.6×2.4×2,000

φ48.6×2.4×2,000

目隠しネット

クランプ

部　材　名 寸法・形状 数　量 単位

材料表（1スパン4mあたり）

 1PEラッセル 9mm目合 グリーン 枚目隠しネット

 1φ48.6×2.4×2000 本単管パイプ

 3

 2φ139.8用 個標識用ブラケット

 3 組クランプ

単管パイプ φ48.6×2.4×4000 本

φ48.6用

1:50縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

仮囲い工　詳細図

会 津 若 松 管 理 事 務 所

東日本高速道路株式会社　東北支社

束松トンネル工事

磐越自動車道
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